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石川県文化財保存修復工房設立20周年記念
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■   新収蔵品展【絵画・彫刻】

■  春の優品選【工芸】

重文《西湖図》秋月等観　石川県立美術館蔵　平成25年度修復

よみがえった文化財
―加賀藩による文化財修復の歴史と

　　　　　　　　石川県文化財保存修復工房のわざ―

前田家 武の装いⅠ
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石
川
県
は
一
九
九
七
年
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
公
立
美

術
館
の
付
属
施
設
と
し
て
文
化
財
の
保
存
修
復
工
房
を

設
置
し
ま
し
た
。
文
化
財
の
修
復
と
い
え
ば
、
仏
像
や
考

古
出
土
品
を
想
像
さ
れ
る
か
た
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
は
絵
画
や
書
籍
・
典
籍

類
を
主
体
と
し
て
実
績
を
重
ね
、
近
年
は
増
加
す
る
漆
芸

作
品
の
修
復
依
頼
に
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
本

展
は
、
こ
の
文
化
財
保
存
修
復
工
房
が
設
立
さ
れ
て
本
年

で
二
〇
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
藩
政
期
か
ら
修
復

工
房
開
設
に
至
る
石
川
の
文
化
風
土
を
再
認
識
し
つ
つ
、

文
化
財
の
保
存
・
修
復
の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
考
察
す

る
も
の
で
す
。

　

「
装そ

う

潢こ
う

」
と
い
う
語
が
古
文
書
や
経
巻
奥
書
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
文
化
財
を
守
り
、
良
好
な
形
で
伝
え
る
こ
と

の
重
要
性
は
、
古
く
奈
良
時
代
八
世
紀
に
は
認
識
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
経
典
類
の
み
な
ら
ず
、
対
象
を

広
く
人
間
の
知
的
な
活
動
全
般
に
拡
大
し
て
、
保
存
・
修
復

の
思
想
を
徹
底
し
た
の
が
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀

で
し
た
。
前
田
綱
紀
は
幅
広
く
書
籍
・
典
籍
の
収
集
に
意
を

注
ぎ
、
収
集
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
借
用
し
て
写
本
を

作
ら
せ
、
返
納
の
際
に
は
書
物
の
修
復
や
収
納
箱
の
新
調
、

あ
る
い
は
蔵
の
修
繕
を
行
い
保
管
に
際
し
て
の
助
言
を
行

う
な
ど
、
今
日
の
文
化
財
保
存
修
復
の
先
駆
け
と
も
言
え

る
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
大
名
家
が
、
自
身
の
格
式
を
誇
る
た
め
に

貴
重
な
書
物
を
高
価
に
購
入
し
た
例
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
前
田
綱
紀
の
取
り
組
み
は
そ
れ
ら
と
一
線
を
画
す

も
の
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
書
物
を
通
し
て
学
習
す
る
こ

と
が
人
格
を
育
成
す
る
と
い
う
確
固
た
る
信
念
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
書
物
の
体
系
的
な
集
積
と
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
教
育
制
度
の
充
実
と
の
政
策
に
結
実
し
、
石
川
の
文

化
風
土
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
保
存
修
復
工
房

の
設
立
も
、
こ
の
よ
う
な
風
土
に
立
脚
し
た
も
の
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
本
展
で
は
展
覧
会
を
大
き
く
二
つ
の
章
に
分

け
、
第
一
章
で
は
歴
史
的
背
景
と
し
て
加
賀
藩
主
・
前
田
家

　

歴
史
的
背
景
を
考
え
る
と
、
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
の
設
立
は
、
文
化
財
の
修
復
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
前

田
綱
紀
の
思
想
を
継
承
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん「
修
復
」が
時
代
を
超
え
て
い
つ
も
意
識
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
く
、
石
川
の
文
化
風
土
に
自
然
な
形
で
と
け
込
ん
で
い
た
も
の
が
再
認
識
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
こ
の
風
土
は
、
強
い
求
心
力
を
も
っ
て
当
地
に
文
化
財
の
集
積
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
号
の
表
紙
を
飾
っ

た
重
文
《
西
湖
図
》
秋
月
等
観
筆
も
そ
の
一
つ
で
す
。
雪
舟
の
筆
と
し
て
伝
来
し
た
こ
の
作
品
と
、
そ
の
影
響
が
認
め
ら
れ

る
狩
野
元
信
、
狩
野
探
幽
に
よ
る
同
画
題
の
三
幅
は
、
江
戸
時
代
に
特
別
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
実
業
家
で

近
代
数
寄
者
で
も
あ
っ
た
畠
山
一
清
氏
が
、
一
九
五
九
年
に
石
川
県
美
術
館
の
開
館
を
機
に
こ
の
三
幅
を
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
に
も
、
当
地
の
文
化
風
土
を
継
承
す
る
者
と
し
て
の
矜
持
を
感
じ
ま
す
。

1Ｆ

企画展示室

主催：石川県立美術館

特別協力：(一財)石川県文化財保存修復協会

後援：文化庁、北國新聞社

助成：(一財)地域創造

重文《吾妻鏡》（部分)　前田育徳会蔵

4月22日（土）～5月28日（日）　会期中無休

学芸員の眼
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に
よ
る
文
化
財
保
存
修
復
の
実
践
を
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記

憶
遺
産
・
国
宝
《
東
寺
百
合
文
書
》（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴

彩
館
蔵
）
や
重
文
《
一
遍
上
人
絵
巻
》（
前
田
育
徳
会
蔵
）
な

ど
の
貴
重
な
作
品
を
中
心
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

う
ち
、《
一
遍
上
人
絵
巻
》
は
重
文
指
定
の
七
巻
す
べ
て
を

会
期
中
に
展
示
替
え
を
行
い
な
が
ら
公
開
し
ま
す
。
さ
ら

に
重
文
《
吾
妻
鏡
》（
前
田
育
徳
会
蔵
）
は
、
今
回
初
め
て
伝

存
す
る
前
田
綱
紀
の
時
代
の
修
復
に
関
す
る
文
書
と
合
わ

せ
て
展
示
し
ま
す
。

　

そ
し
て
第
二
章
は
、
草
創
期
か
ら
の
石
川
県
文
化
財
保

存
修
復
工
房
に
よ
る
修
復
実
績
の
集
大
成
と
し
て
、
重
文

《
石
黒
信
由
関
係
資
料
》（
高
樹
会
蔵
）
を
は
じ
め
、
仏
教
絵

画
か
ら
粟
津
潔
《
海
を
返
せ
》（
金
沢
21

世
紀
美
術
館
蔵
）
ま

で
、
北
陸
を
中
心
と
し
た
地
域
の
至
宝
の
数
々
を
修
復
過

程
の
画
像
な
ど
を
交
え
て
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
観
点
の
展
覧
会
に
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
観
覧
料

　

一　

般　

８
０
０　

（
６
０
０
）
円

　

大
学
生　

６
０
０　

（
４
０
０
）
円

　

高
校
生
以
下
無
料

　

（　

）
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

　

※
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
含
む
全
館
料
金

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
）

石川県文化財保存修復工房設立20周年記念

よみがえった文化財
―加賀藩による文化財修復の歴史と石川県文化財保存修復工房のわざ―

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
化
財
を
守
り
伝
え
る
」
（
入
場
無
料
・
先
着
順
）

メ
イ
ン
・
ゲ
ス
ト

　

前
田
利
祐
氏
（
前
田
家
第
十
八
代
当
主
）

基
調
講
演

　

地
主
智
彦
氏
（
文
化
庁
美
術
学
芸
課
文
化
財
調
査
官
）

パ
ネ
リ
ス
ト

◦
村
上　

隆
氏

　

（
高
岡
市
立
美
術
館
長
・
京
都
美
術
工
芸
大
学
副
学
長
）

◦
中
越
一
成
氏

　

（
一
財
・
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
協
会
代
表
）

司
会
／
嶋
崎　

丞
（
石
川
県
立
美
術
館
長
）

日
時
／
５
月
４
日
（
金
）　

午
後
１
時
30
分

会
場
／
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
展
覧
会
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
午
前
11
時
か
ら
、
当
館
学
芸
員
や

修
復
工
房
の
技
術
者
が
、
展
示
室
で
解
説
を
行
い
ま
す
。

（
４
月
23
、
30
、
５
月
７
、
14
、
21
、
28
日
）

◆
修
復
作
業
特
別
実
演
（
参
加
無
料
）

　

修
復
技
術
者
が
修
復
作
業
の
実
演
を
交
え
て

　

紹
介
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
30
日
（
日
）

　

①
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

会
場
／
修
復
工
房
見
学
ス
ペ
ー
ス

県文《十六羅漢図》總持寺祖院蔵 重文《石黒信由関係資料　加越能三州郡分略絵図》高樹会蔵
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本
文
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
一
昨
年
の
特
別
展
「
加
賀
前
田
家　

百
万
石
の
名
宝
」
を
契
機
に
加
賀
藩
主
・
前
田
家
が

推
進
し
た
文
化
政
策
の
戦
略
的
な
側
面
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
収
集
や
制
作
の
水
準
や
芸
術
的
完
成
度
、
そ
し
て
政
策

全
般
に
発
揮
さ
れ
る
独
創
性
で
幕
府
を
圧
倒
す
る
こ
と
が「
文
化
決
戦
」
の
眼
目
と
言
え
ま
す
が
、
加
賀
藩
は
さ
ら
に

直
接
的
な
武
力
に
よ
る
決
戦
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
回
の
展
示
作
品
か
ら
垣
間
見
え
ま
す
。「
ア
ー
ト
」
は

本
来
技
術
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
田
家
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
単
に
美
の
視
点
か
ら
論
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
外
様
大
名
で
あ
っ
た
前
田
家
の
場
合
は
、
重
層
す
る
意
味
を
総
合
的
に

読
み
解
い
て
行
く
新
た
な
観
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。

学芸員の眼

　

武
将
に
と
っ
て
戦
時
に
着
用
す
る
甲
冑
や
陣
羽
織
は
、
自

身
の
武
勇
や
教
養
、
美
意
識
を
あ
ら
わ
す
重
要
な
媒
体
で
し

た
。
そ
こ
で
戦
国
時
代
以
来
、
武
将
た
ち
は
甲
冑
・
陣
羽
織
の

デ
ザ
イ
ン
や
材
質
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
時
に
は
奇
抜

な
形
状
や
斬
新
な
意
匠
の
も
の
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
賀
藩
主
・
前
田
家
も
、
文
武
二
道
に
卓
越
し
た
家
柄
と
し

て
意
匠
や
素
材
を
入
念
に
吟
味
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
二

代
藩
主
・
前
田
利
長
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え
る《
鯰
尾

形
兜
》
で
す
が
、
鉢
の
上
部
は
和
紙
に
漆
を
塗
り
、
銀
箔
を
押

し
て
い
ま
す
。
利
長
の
身
長
が
二
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
敢
え
て「
変
わ
り
兜
」

を
着
用
し
な
く
て
も
こ
れ
で
十
分
周
囲
を
威
圧
す
る
効
果
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
日
本
史
上
屈
指
の
文
化
人
大
名
と
言
え
る
五
代
藩

主
・
前
田
綱
紀
の《
笠
形
模
楯
無
甲
冑
》
も
注
目
す
べ
き
作
例

で
す
。
射
撃
の
名
手
だ
っ
た
綱
紀
は
、
当
然
銃
器
に
よ
る
狙

撃
も
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
、
外
見
か
ら
想
像
す
る
以
上
に

堅
牢
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
綱
紀
は
こ
の
甲
冑

を
着
用
し
て
、
戦
場
で
自
在
に
采
配
を
振
る
体
力
が
あ
っ
た

こ
と
も
興
味
深
い
事
実
で
す
。
ま
さ
に
文
武
二
道
の
体
現
者

と
し
て
、
和
漢
洋
の
書
物
を
自
在
に
読
み
こ
な
し
、
武
芸
に

も
達
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
で
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ

の
他
、
綱
紀
の
所
用
し
た
陣
羽
織
も
《
百
工
比
照
》
の
監
修
者

に
相
応
し
い
形
状
・
意
匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
賀
藩
の
文
化
政
策
は
、
時
に
幕
府
の
警
戒
を
和
ら
げ
る

目
的
が
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
ま
す
が
、
特
に
綱
紀
の
事
績
や

武
具
を
検
証
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
一
面
的
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
足
利
将
軍
家
か
ら
豊
臣
家
、
徳
川
家

康
の
家
臣
本
多
家
と
伝
わ
り
、
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
が

一
六
四
九
年
に
本
阿
弥
光
甫
に
命
じ
て
調
え
さ
せ
た
重
文

《
小
さ
刀
拵
》
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。　

前田家　武の装いⅠ

特別陳列

4月20日（木）～5月28日（日）　会期中無休

重文《小さ刀拵》　金具：伝後藤祐乗　拵：本阿弥光甫

前田育徳会

尊經閣文庫

分館
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今
回
は
、
展
示
作
品
の
取
り
合
わ
せ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

室
町
時
代
以
降
、
茶
道
具
の
評
価
に
は
生
産
地
が
重
要
な
意

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
展
の
大
ま
か
な
取
り
合
わ
せ

も
唐
物
、
高
麗
物
、
和
物
、
和
蘭
陀
と
な
っ
て
い
ま
す
。
唐
物

か
ら
は《
古
銅
柑
子
口
花
入
》
や
千
利
休
所
持
と
伝
わ
る《
青

貝
福
禄
寿
香
合
》
、
前
田
家
伝
来
の《
黄
天
目
》
な
ど
を
選
び
ま

し
た
。
高
麗
物
は
共
に
県
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る《
青
井
戸
茶

碗　

銘
宝
樹
庵
》
、《
粉
引
茶
碗　

銘
楚
白
》
を
筆
頭
に
、《
小
井

戸
茶
碗　

銘
玉
兎
》
、《
熊
川
茶
碗　

銘
沢
辺
》
な
ど
が
続
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
唐
物
、
高
麗
物
に
匹
敵
す
る
美
意
識
の
発
露
と

な
っ
た
の
が
和
物
で
し
た
。
今
回
は
、
利
休
の
美
意
識
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
生
き
様
を
も
象
徴
す
る
も
の
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い《
黒
楽
茶
碗　

銘
北
野
》
長
次
郎
作
が
展
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
利
休
の
高
弟
・
古
田
織
部
や
千
家
三
代
の
宗

旦
の
茶
杓
、
花
入
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
利
休
と
長
次

郎
の
つ
な
が
り
か
ら
、
楽
家
と
い
う
観
点
で
取
り
合
わ
せ
て

み
ま
し
た
。
ま
ず
作
陶
を
通
じ
て
楽
家
と
親
密
な
間
柄
だ
っ

た
本
阿
弥
光
悦
に
注
目
し
、《
古
今
集
巻
第
十
八
》（
本
阿
弥

切
）や
書
状
、《
赤
楽
茶
碗　

銘
山
科
》
な
ど
を
選
び
ま
し
た
。

　

加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
に
茶
堂
茶
具
奉
行
と
し
て

仕
官
し
た
裏
千
家
四
代
の
仙
叟
宗
室
は
、
楽
家
四
代
・
一
入

の
弟
子
で
あ
っ
た
土
師
長
左
衛
門
を
茶
碗
造
り
師
と
し
て
同

道
し
、
金
沢
を
代
表
す
る
や
き
も
の
で
あ
る
大
樋
焼
が
誕
生

し
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
初
代
大
樋
長
左
衛
門
の
県
文
《
飴

釉
烏
香
炉
》
、《
飴
釉
獅
子
香
炉
》
な
ど
の
ほ
か
、
仙
叟
好
み
と

し
て
加
賀
藩
の
御
用
釜
師
・
初
代
宮
崎
寒
雉
の
県
文
《
葫こ

蘆ろ

様よ
う

釜
》（
天
徳
院
蔵
）ほ
か
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
い
る
と
、「
侘
び
」か
ら「
綺
麗
さ
び
」へ
と
美

意
識
が
転
換
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
美
意
識
を
具
現
し
た
の

が
野
々
村
仁
清
で
し
た
。
別
室
の「
雉
香
炉
」に
合
わ
せ
て
、
重

文
《
色
絵
梅
花
図
平
水
指
》
に
も
改
め
て
ご
注
目
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
綺
麗
さ
び
」の
延
長
に
県
文
《
和

蘭
陀
白
雁
香
合
》
を
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。

　

展
示
期
間
が
四
月
～
五
月
に
及
ぶ
今
回
の
展
示
で
は
、
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
空
気
の
よ
う
な
、
さ
わ
や
か
な
作
品

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
入
口
に
は
、
硲
三
彩
亭
《
九
谷

呉
須
上
絵
大
皿「
蓑
掛
島
之
景
」》
を
展
示
し
ま
し
た
。
三
彩
亭

と
い
う
の
は
、
油
彩
画
家
・
硲
伊
之
助
が
陶
芸
作
品
を
手
が
け

る
際
に
用
い
た
号
で
す
。
彼
は
德
田
八
十
吉
に
つ
い
て
絵
付

を
学
び
、
加
賀
市
吸
坂
で
窯
を
開
く
な
ど
、
本
格
的
に
作
品

制
作
を
行
い
ま
し
た
。
本
作
品
は
、
昭
和
四
十
六
年
の
春
、
静

岡
県
に
滞
在
し
た
折
に
見
た
伊
豆
半
島
・
蓑
掛
島
の
風
景
を

題
材
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
し
か
ご

覧
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
が
、
晴
れ
渡
っ
た
空
の

青
と
、
あ
ざ
や
か
な
黄
で
表
現
さ
れ
た
菜
の
花
が
目
を
惹
き

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
作
品
の
隣
に
は
も
う
一
点
、
別
の
洋
画
家
に
よ

る
作
品
を
並
べ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
中
村
研
一《
菖
蒲
図
皿
》

で
す
。
中
村
は
岡
田
三
郎
助
に
学
ん
で
東
京
美
術
学
校
洋
画

科
を
卒
業
、
高
光
一
也
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
、
初
代
德
田
八
十
吉
窯
で
絵
付
け
を
行
い
、
数
多
く
の

陶
芸
作
品
も
残
し
ま
し
た
。
皿
か
ら
は
み
出
さ
ん
ば
か
り
に

描
か
れ
た
菖
蒲
は
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で

す
。
二
人
の
洋
画
家
・
陶
芸
家
に
よ
る
作
品
か
ら
、
ど
う
ぞ
一

足
早
く
初
夏
の
風
を
感
じ
て
み
て
下
さ
い
。

春の優品選

第5展示室［工芸］

4月20日（木）～5月28日（日）

会期中無休

茶道美術名品選Ⅱ

第2展示室［古美術］

4月20日（木）～5月28日（日）

 会期中無休

県文《青井戸茶碗　銘宝樹庵》硲三彩亭《九谷呉須上絵大皿「蓑掛島之景」》
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新収蔵品展

第4展示室［絵画・彫刻］

4月20日（木）～5月28日（日）　会期中無休

　

日
本
画
で
は
、
こ
の
三
月
ま
で
名
古
屋
芸
大
で
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
荒
木
弘
訓
の
、
日
展
特
選
作
か
ら
近
作
ま
で
の
四
点
が
収
蔵

と
な
り
ま
し
た
。
風
景
を
題
材
に
、
自
然
や
時
間
を
意
識
し
た
冴

え
た
表
現
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
加
賀
市
に
生
ま
れ
金
沢
美
大
を
卒

業
し
た
、
本
県
出
身
の
作
家
で
す
。

　

彫
刻
部
門
で
は
、
長
谷
川
大
治
郎
の
木
彫
三
点
・
ブ
ロ
ン
ズ
一
点

の
四
点
で
す
。
昨
年
の「
特
集 

長
谷
川
大
治
郎
・
梶
本
良
衛 

木
彫
二

人
展
」の
出
品
作
品
で
す
。
当
館
に
は
木
彫
作
品
の
収
蔵
品
が
少
な

く
、
頂
き
ま
し
た
作
品
は
今
後
、
彫
刻
部
門
に
お
け
る
多
様
な
展

示
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

油
彩
部
門
で
は
、
円
地
信
二
、
江
守
マ
リ
子
、
奥
田
憲
三
、
高
光

一
也
、
立
見
榮
男
、
開
光
市
、
山
崎
百
々
雄
の
各
作
品
を
作
家
、
遺

族
、
所
蔵
者
の
方
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
、
総
点
数
は
二
十
三
点
で

す
。
人
物
、
風
景
、
静
物
、
幻
想
、
超
現
実
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
系
な

ど
作
風
と
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
円
地
の
内
面
を

想
起
さ
せ
る
女
性
像
、
奥
田
の
平
明
で
大
地
を
讃

え
た
風
景
、
江
守
の
重
厚
な
色
調
で
描
く
人
物
と

静
物
、
高
光
の
戦
後
間
も
な
い
時
期
の
裸
婦
と
パ

リ
留
学
時
代
の
風
景
、
立
見
と
開
、
山
崎
の
作
品

は
そ
れ
ぞ
れ
特
集
と
し
て
は
大
規
模
な
展
示
を

行
っ
た
際
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
作
品
で
す
。
い

ず
れ
も
渾
身
の
作
品
で
す
。

　

水
彩
・
素
描
部
門
で
は
、
昨
年
開
催
し
た「
挿

絵
の
鬼
才 

山
崎
百
々
雄
展
」
を
契
機
に
、
山
崎
百
々
雄
の
挿
絵

一
三
四
四
点
が
新
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
三
年
に

金
沢
市
に
生
ま
れ
た
山
崎
氏
は
、
司
馬
遼
太
郎
や
池
波
正
太
郎
ら
昭

和
を
代
表
す
る
ス
タ
ー
作
家
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
、
生
涯
に

三
千
点
を
超
え
る
挿
絵
を
描
き
ま
し
た
。
今
回
は
司
馬
遼
太
郎「
風

神
の
門
」、
柴
田
錬
三
郎「
英
雄
こ
こ
に
あ
り
」、
池
波
正
太
郎「
さ
む

ら
い
劇
場
」な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
一
括
で
収
蔵
と
な
り
ま
し
た
。

円地信二《光の街》

　

新
緑
の
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
を
満
喫
す
る「
春
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
」。
当
館
関

係
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
こ
し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◆
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！

　

４
月
29

日
午
後
１
時
～
３
時（
所
要
時
間
約
40

分
）。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

◆
講
演
会「
い
し
か
わ
の
工
芸
の
巨
匠
に
聞
く
」

　

５
月
３
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
。
講
師
は
木
工
芸
の
人
間
国
宝 

川
北
良
造
氏
。

　

川
北
先
生
の
軽
妙
で
含
蓄
深
い
お
は
な
し
を
ど
う
ぞ
。
こ
ち
ら
は
申
込
が
必
要
で
す
。

　

※
く
わ
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

■
土
曜
講
座　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
講
義
室　
　

聴
講
無
料

13
日

茶
の
湯
の
思
想 

―
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
の
接
点
―　
　
　
　
　
　

 

村
瀬
博
春

20
日

加
賀
文
化
に
み
る
文
化
財
修
復
と
今
日
の
文
化
財
修
復
工
房　

  

高
嶋
清
栄

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
講
ホ
ー
ル  

入
場
無
料

14
日

国
宝
８　

東
寺
（
26
分
）

文
化
財
を
守
る
人
た
ち
（
44
分
）

21
日

文
化
財
の
保
存
環
境
（
20
分
）

甦
る
文
化
財　

表
装
の
技
術
（
48
分
）

５
月
の
行
事
予
定
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「
進
め
！
出
世
街
道
」
は
、
兼
六
園
周
辺

文
化
の
森
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
に
参
加
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

る
小
・
中
学
生
向
け
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
集

め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
よ
っ
て
足
軽
か
ら
大

将
、
大
名
、
将
軍
と
出
世
し
て
い
く
も
の
で
、

好
評
に
つ
き
今
年
度
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ウ
ィ
ー
ク
」は
、
四
季
ご
と
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
夏
休
み
だ
け

で
な
く
、
一
年
を
通
し
て「
進
め
！
出
世
街
道
」の
ス
タ
ン
プ
を
お
目
当
て
に
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
美
術
館
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

美
術
館
で
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
は「
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！
」。
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も

手
軽
に
お
絵
か
き
で
き
る
磁
気
式
の
ボ
ー
ド
を
使
い
、
展
示
室
で
出
会
っ
た
お
気
に
入
り
作

品
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
子
ど
も
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、

家
族
み
ん
な
で
ス
ケ
ッ
チ
体
験
を
さ
れ
る
方
を
は
じ
め
、
大
人
の
方
の
参
加
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
と「
苦
手
だ
か
ら
」
と
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
方
も
い
ざ
や
っ
て
み
る

と
、
磁
気
式
ボ
ー
ド
の
自
分
な
り
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見
つ
け
る
な
ど
し
、
体
験
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は「
楽
し
か
っ
た
」と
好
評
で
す
。
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
は
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
時
は
、
ど
な
た
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

担
当
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
出
会
え
る
心
温
ま
る
講
座
で
す
。

　

５
月
18

日（
木
）は
、
国
際
博
物
館
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）が
提
唱
す
る「
国
際
博
物
館
の
日
」で

す
。
本
年
の
テ
ー
マ
は「
歴
史
と
向
き
合
う
美
術
館 

―
博
物
館
は
何
が
語
れ
る
か
―
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
例
年
通
り
当
館
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
を
無
料
と
し
ま
す
。

出
世
街
道
は
じ
ま
り
ま
す

 

新
緑
の
美
し
い
こ
の
季
節
、
普
段
は
な
か
な
か
行
け
な
い
美
術
館
へ
も
、
足
を
伸
ば
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
北
信
越
】

「
原
安
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

広
重
ビ
ビ
ッ
ド 

―
広
重
・
北
斎
・
国
芳
、
至
高
の
初
摺
―
」

　

３
月
18

日
～
５
月
21

日

　

新
潟
市
美
術
館
（
電
話
：
０
２
５
－
２
２
３
－
１
６
２
２
）

「
あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら
信
濃
美
術
館　

休
館
前
の
最
後
の
絵
画
展

　

花
ひ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
風
景
画 

珠
玉
の
名
品　

ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
、
シ
ス
レ
ー
、
モ
ネ
」

　

４
月
15

日
～
６
月
18

日

　

長
野
県
信
濃
美
術
館
（
電
話
：
０
２
６
－
２
３
２
－
０
０
５
２
）

【
東
京
】

「
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
－

Ｅ　

蒔
絵
・
美
の
万
華
鏡
展
」

　

４
月
１
日
～
７
月
２
日

　

東
京
富
士
美
術
館
（
電
話
：
０
４
２
－
６
９
１
－
４
５
１
１
）

「
茶
碗
の
中
の
宇
宙　

樂
家
一
子
相
伝
の
芸
術
」

　

３
月
14

日
～
５
月
21

日

　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
（
電
話
：
０
３
－
５
７
７
７
－
８
６
０
０
）

【
関
西
】

「
木
×
仏
像　

飛
鳥
仏
か
ら
円
空
へ　

日
本
の
木
彫
仏
一
〇
〇
〇
年
」

　

４
月
８
日
～
６
月
４
日

　

大
阪
市
立
美
術
館
（
電
話
：
０
６
－
６
７
７
１
－
４
８
７
４
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
お
す
す
め
の
展
覧
会

国
際
博
物
館
の
日
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毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（5月は1日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

5月の休館日は

29日（月）～31日（水）

前田育徳会尊經閣文庫分館 第２展示室

６月１日（木）

 ～７月９日（日） 前田家 武の装いⅡ 琳派

《黒楽茶碗　銘北野》 くろらくちゃわん めいきたの 初代長次郎　しょだいちょうじろう

桃山16世紀　口：10.9～10.4　底径：4.8　高さ：8.4（cm）

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.20

　

「
北
野
」
と
の
銘
が
付
け
ら
れ
た
本
碗
に
は
、

表
千
家
四
代
の
江こ

う

岑し
ん

宗そ
う

左さ

に
よ
る
箱
書
き
と

添
え
状
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
か
つ
て
利
休
の
判

が
あ
っ
た
が
現
在
は
消
え
て
い
る
こ
と
と
、
江

岑
の
時
代
の
所
有
者
は
興
善
院
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
や
が
て「
北
野
」
は
興
善
院
か
ら

塗
師
の
中
村
宗
哲
家
の
所
持
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
千
家
茶
道
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
表
千
家
七

代
の
如
心
斎
が
そ
れ
を
買
い
取
り
、
江
戸
の
豪

商
・
冬
木
家
が
利
休
の
遺ゆ

い

偈げ

を
千
家
に
戻
し
た

際
に
、
そ
の
返
礼
と
し
て
利
休
の
古
田
織
部
宛

消
息
と
と
も
に
冬
木
家
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
名
茶
人
と
し
て
名
高
い
松
江
藩
主
・
松

平
不
昧
が
所
蔵
し
、「
大
名
物
」
に
格
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

初
代
長
次
郎
に
よ
る
黒
楽
茶
碗
は
、
利
休
の

佗
茶
の
精
神
を
具
現
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
豊
臣
秀
吉
は
こ
の
黒
茶
碗
を

嫌
っ
て
お
り
、
利
休
も
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
こ
と
は
、
博
多
の
豪
商
で
秀
吉
に
厚
遇
さ

れ
、
千
利
休
と
も
親
交
が
あ
っ
た
茶
人
・
神
谷
宗

湛
に
よ
る『
宗
湛
日
記
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
北
野
」
の
銘
の
由
来
に
は
明
確
で
な
い

点
が
あ
り
ま
す
が
、
如
心
斎
は
本
碗
が
美
に
殉

じ
た
利
休
の
精
神
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
次
郎
の
名

碗
の
中
で
も
異
彩
を
放
つ
一
点
と
言
え
ま
す
。

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室

優品選

［絵画・彫刻］

塗りもの

－うるしと素地－

日本画家　池田瑞月

－草花へのまなざし－


